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第１問                            問題のページへ 

[1] 153 10log1 =-+ yx ……(＊)に対して, 真数条件より x＞0であり,  

1335 10log -×= xy  

ここで, xz 10log3= とおくと, 135 -= zy ＞0であるから, 
3
1＞z であり,  
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さて, 相加平均・相乗平均の関係より, 
3
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3
112

3
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等号成立は
z

z 1=  )1( =z のときであり, Kは 1=z のとき, 最小値
3
5をとる。 

このとき, 13 10log =x から 1=x , 25 =y より 2log5=y である。 

 

[2] 条件より, )sin,cos(P qq aa , ( ( ) ( ) )
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(1) pq = のとき, ( )
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cos2Q pp より, )1,3(Q  

(2) 3 点 O, P, Q がこの順に一直線上にある最小の 0≧q

の条件は,  
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り, 円 2C において点 Q の軌跡を弧とする扇形の中心角

は
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p なので, その面積は,  
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13sin45 +- とおくと, 正の周期のうち最小のものが p4 より,  
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［解 説］ 

[2]で, 3点 O, P, Qが一直線上にある条件は, P, Qの動きを考えて立式しています。 
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第２問                            問題のページへ 

(1) 2
1

8
1: xyC = ……①, 22

2 23: aaxxyC -+-= ……②に対して, その共有点は,  

222 23
8
1 aaxxx -+-= , 016249 22 =+- aaxx  

よって, 0)43( 2 =- ax から ax
3
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また, 22
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1 aay =×= となるので, ( )2

9
2,

3
4P aa である。 

①より, xy
4
1=¢ なので, Pにおける 1C の接線の方程式は,  
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(2) 1C と x軸および直線 2=x で囲まれた図形の面積は,  
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また, 2C と x軸の交点は, 023 22 =-+- aaxx より,  

aax 2,=  

すると, 2C と x軸に囲まれた図形の面積は,  

32

6
1)2)(( adxaxax

a

a
=---ò  

(3) 0≦x≦2の範囲で, 1C , 2C と 2直線 0=x , 2=x で囲まれた図形 Rの中で, y≧0

を満たす部分の面積 )( aS は,  
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(iii) 2＜aのとき 
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さて, )( aS は a＞0において連続的に変化し, 0＜a≦1

のとき(i)より単調減少, 2＜aのとき(iii)より定数値である。 
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そこで, (ii)より, 21 ≦＜a において,  
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2
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  )2)(65(
2
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すると, )( aS の増減は右表のようになる。 

以上より, )( aS は
5
6=a のとき最小値

25
3 をとる。 

 

［解 説］ 

微積分の総合問題です。上の解では細かい部分は省いていますが, 後半, 計算量が

かなり増加します。 
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第３問                            問題のページへ 

(1) 数列{ }na は初項が 7, 公差が 4- の等差数列より,  
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(2) rqnpnbn --= 2 とするとき, =-+ nn bb 21 nn 92 2 +- ……①であり,  

=-+ nn bb 21 )(2)1()1( 22 rqnpnrnqnp ----+-+  

    rqpnqppn +-+++-= )2(2  

①より, rqpnqppn +-+++- )2(2 nn 92 2 +-= となり,  

2-=- p , 92 =+ qp , 0=+- rqp  

よって, 2=p , 5=q , 3=r から, 352 2 --= nnbn  

すると, 63521 -=--=b となる。 

さらに, 11 =c , nn cc 21 -+ nn 92 2 +-= ………② 

②－①より, nnn bcd -= とおくと, 021 =-+ nn dd となり,  
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よって, 35227 21 --+×=+= - nnbdc n
nnn となり,  
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［解 説］ 
(2)では, 漸化式②を解くのに, 特殊解 nb を求め, これを利用して一般解 nc を求める

という誘導がついています。この方法については, このサイト内の「ピンポイントレ

クチャー」を参照ください。 
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第４問                            問題のページへ 

(1) 2BCOBOA === , 3ABCAOC === であり,  

2OA ==a , 2OB ==b  

=- 2ba 3BA 2 =  

また, babbaaba ×-=+×-=- 242 222 から,  

324 =×- ba , 
2
1=×ba  

さらに , 3OC ==c , =- 2cb 2CB 2 = , 

=- 2ac 3AC 2 = なので, 同様にすると,  

3222 +×-= cb , 3223 +×-= ac  

よって, 
2
3=× cb , 1=×ac である。 

(2) btat +-= )1(OP とおくと, cbtat -+-= )1(CP  

0CP =×a ……①より, 0)1( 2 =×-×+- acbatat となり,  
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よって, 
3
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3
5CP == である。 

①②より, CPは△OABの各辺と垂直であるから, 直線 CPは△OABを含む平面

に垂直であり, また,  
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以上より, 四面体 OABCの体積 Vは,  
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［解 説］ 

丁寧な誘導がついています。内容は, 四面体の体積を求める有名問題です。 
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